
別
表
第
一
の
二
の
表
高
度
専
門
職
の
項
の
下
欄
第
二
号
ニ
中「
技
術
・
人
文
知
識
・
国
際
業
務
の
項
」の
下
に
「
、
介

護
の
項
」
を
加
え
、
同
表
技
術
・
人
文
知
識
・
国
際
業
務
の
項
中
「
、
企
業
内
転
勤
の
項
及
び
興
行
の
項
」
を
「
及
び

企
業
内
転
勤
の
項
か
ら
興
行
の
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
表
企
業
内
転
勤
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

介

護

本
邦
の
公
私
の
機
関
と
の
契
約
に
基
づ
い
て
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
者
が
介
護
又

は
介
護
の
指
導
を
行
う
業
務
に
従
事
す
る
活
動

平成年月日 月曜日 (号外第号)官 報

第
二
十
四
条
第
三
号
の
四
イ
中
「
か
ら
第
三
号
の
二
ま
で
」
を
「
、
第
二
号
、
第
三
号
か
ら
第
三
号
の
三
ま
で
」
に

改
め
、
同
条
第
四
号
ル
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ル

次
に
掲
げ
る
行
為
を
あ
お
り
、
唆
し
、
又
は
助
け
た
者

他
の
外
国
人
が
不
法
に
本
邦
に
入
り
、
又
は
上
陸
す
る
こ
と
。

他
の
外
国
人
が
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
、
上
陸
の
許
可
等
を
受
け
て
本
邦
に
上
陸
し
、
又
は
前

節
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
る
こ
と
。

第
二
十
四
条
の
三
中
「
第
二
十
四
条
第
二
号
の
三
」
を
「
第
二
十
四
条
第
二
号
の
四
」
に
改
め
る
。

第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
中
「
若
し
く
は
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
在
留
資
格
の
取
消
し
」を
削
り
、

「
、
入
国
審
査
官
に
」
を
「
入
国
審
査
官
に
、
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
在
留
資
格
の
取
消
し
に
関
す

る
処
分
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
入
国
審
査
官
又
は
入
国
警
備
官
に
、
そ
れ
ぞ
れ
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

中
「
入
国
審
査
官
」
の
下
に
「
又
は
入
国
警
備
官
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
又
は
入
国
審
査
官
」
を
「
、
入
国
審

査
官
又
は
入
国
警
備
官
」
に
改
め
る
。

第
六
十
一
条
の
二
の
八
第
二
項
中
「
第
九
項
ま
で
」
の
下
に「（
第
七
項
た
だ
し
書
を
除
く
。）」
を
加
え
、「
同
条
第
七

項
」
を
「
同
条
第
七
項
本
文
」
に
改
め
る
。

第
六
十
一
条
の
三
の
二
第
二
項
第
四
号
中
「
第
十
九
条
の
十
九
第
一
項
」
の
下
に「
及
び
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
」

を
加
え
る
。

第
七
十
条
第
一
項
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
の
二

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
、
上
陸
の
許
可
等
を
受
け
て
本
邦
に
上
陸
し
、
又
は
第
四
章
第
二
節
の

規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者

第
七
十
条
第
一
項
第
三
号
の
二
中
「
第
二
十
二
条
の
四
第
七
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
七
項
本
文
」
に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
三
号
の
三
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
の
二

第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
（
第
五
号
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
り
在
留
資
格
を
取
り
消
さ
れ
た

者
（
同
条
第
七
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
期
間
の
指
定
を
受
け
た
者
を
除
く
。）で
本
邦
に
残
留
す
る
も
の

第
七
十
条
の
二
中
「
、
第
二
号
」
を
「
か
ら
第
二
号
の
二
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
七
十
三
条
の
二
第
二
項
第
三
号
中
「
か
ら
第
三
号
の
二
ま
で
」
を
「
、
第
二
号
、第
三
号
か
ら
第
三
号
の
三
ま
で
」

に
改
め
る
。

第
七
十
四
条
の
六
中
「
又
は
第
二
号
」
を
「
若
し
く
は
第
二
号
」
に
改
め
、「
い
う
。）」
の
下
に
「
又
は
同
項
第
二
号

の
二
に
規
定
す
る
行
為
」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

附
則
第
四
条
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
九
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

二

第
十
九
条
の
十
六
第
二
号
及
び
別
表
第
一
の
二
の
表
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
五
条
の
規
定

公
布
の
日
か

ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

３

中
核
市
が
設
置
す
る
中
等
教
育
学
校
の
県
費
負
担
教
職
員
に
係
る
第
五
十
九
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
条
中
「
第
二
十
二
条
の
四
」
と
あ
る
の
は
、「
第
二
十
二
条
の
三
か
ら
第
二
十
二
条
の
五
ま
で
」
と
す
る
。

附
則
第
二
十
六
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
十
年
経
験
者
研
修
」
を
「
中
堅
教
諭
等
資
質
向
上
研
修
」に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
七
条
中
「
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附
則
中
第
二
十
八
条
を
第
二
十
九
条
と
し
、
第
二
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
市
町
村
の
設
置
す
る
中
等
教
育
学
校
の
県
費
負
担
教
職
員
に
係
る
協
議
会
の
特
例
）

第
二
十
八
条

市
町
村
の
設
置
す
る
中
等
教
育
学
校
の
県
費
負
担
教
職
員
に
係
る
教
育
公
務
員
特
例
法
第
二
十
二
条

の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
協
議
会
に
関
す
る
事
務
は
、
当
分
の
間
、
第
六
十
一
条
第
二
項
及
び
同
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
五
十
九
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
市
町
村
の
教
育
委
員
会
が
行
う
こ

と
を
要
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
教
育
委
員
会
は
、
同
法
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指

標
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
同
法
第
二
十
二
条
の
五
第
二
項
第
二
号
に

掲
げ
る
者
、
当
該
市
町
村
を
包
括
す
る
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
又
は
独
立
行
政
法
人
教
職
員
支
援
機
構
の
意
見

を
聴
く
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
教
育
職
員
免
許
法
及
び
教
育
公
務
員
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

教
育
職
員
免
許
法
及
び
教
育
公
務
員
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
平
成
十
九
年
法
律
第
九
十
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
条
第
一
項
中
「
、
新
法
」
を
「
、
教
育
職
員
免
許
法
」
に
、「
附
則
第
十
二
項
た
だ
し
書
」
を
「
附
則
第

十
一
項
た
だ
し
書
」
に
、「
附
則
第
十
八
項
後
段
」
を
「
附
則
第
十
七
項
後
段
」
に
改
め
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
十
六
条

こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、政
令
で
定
め
る
。

文
部
科
学
大
臣

松
野

博
一

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
八
十
八
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
の
十
六
第
二
号
中
「
技
術
・
人
文
知
識
・
国
際
業
務
」
の
下
に
「
、
介
護
」
を
加
え
る
。

第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
第
二
号
中
「
偽
り
」
を
「
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
偽
り
」
に
改
め
、「
の
申
請
に
係

る
本
邦
に
お
い
て
行
お
う
と
す
る
活
動
が
虚
偽
の
も
の
で
な
く
、
別
表
第
一
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
又
は
別
表
第
二
の

下
欄
に
掲
げ
る
身
分
若
し
く
は
地
位
を
有
す
る
者
と
し
て
の
活
動
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
当
該
上
陸

許
可
の
証
印
等
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
を
削
り
、
同
項
第
四
号
中
「
前
三
号
」
を
「
前
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同

項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
五
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

別
表
第
一
の
上
欄
の
在
留
資
格
を
も
つ
て
在
留
す
る
者
が
、
当
該
在
留
資
格
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
活

動
を
行
つ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
他
の
活
動
を
行
い
又
は
行
お
う
と
し
て
在
留
し
て
い
る
こ
と
（
正
当
な
理
由
が
あ

る
場
合
を
除
く
。）。

第
二
十
二
条
の
四
第
七
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
同
項
（
第
五
号
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
り
在
留
資
格
を
取
り
消
す
場
合
に
お
い
て
、
当
該

外
国
人
が
逃
亡
す
る
と
疑
う
に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
十
二
条
の
四
第
八
項
中
「
前
項
」
を
「
前
項
本
文
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
第
七
項
」
を「
第
七
項
本
文
」

に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
第
二
号
の
三
中
「
第
二
十
二
条
の
四
第
七
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
七
項
本
文
」
に
改
め
、
同
号

を
同
条
第
二
号
の
四
と
し
、
同
条
第
二
号
の
二
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
の
三

第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
（
第
五
号
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
り
在
留
資
格
を
取
り
消
さ
れ
た

者
（
同
条
第
七
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
期
間
の
指
定
を
受
け
た
者
を
除
く
。）
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